
発着荷主の現場作業員との情報共有化による作業マニュアル化、待機時間を最小化
す る 入 門 時 間 を 踏 ま え た 運 行 計 画 の 策 定 京 都 府
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►発荷主：A社（愛知県）

プラスティックフィルム製品等の製造
► 元請運送事業者：オリソー

►実運送事業者：オリソー物流
►着荷主：S社（京都府）

プラスティックフィルム製品の加工等
► 荷 種：プラスティックフィルム製品

0作業員が行う積込•取卸作業について、運転者がより効率的にサポートできるために、
作業員をサポートするための作業方法、倉庫格納前のパレット上での貨物整理など、予め
手順等を共有化し、作業マニュアル化を徹底する。それを営業所の全ての運転者に展開。
0発着荷主における待機時間についても、予め作業員と共有化することにより、待機時間
を最小化できる時間帯を把握し、最短の待機時間を実現できる運行計画を立案する。

／＼
情報の共有化

（見える化）

＼

元請事業者
（倉庫）

•発着荷主における待機時間

が最小化できる時間を把檻し、

納品時間帯（到着時間）に反

映

発着荷主

・受付時間帯別の構内滞留

時間を共有化

・作業をサポートするための

納品業者、運送事業者と情
報を共有化

実運送事業者

•発着荷主の作業員等から効率的な荷
扱いノウハウを吸収し全運転者へ展開

•取卸作業時間を短縮化するためのノウ
ハウを共有化

98



て了「一」

課題①：運転者の長時間労働の抑制に向けて、着荷主における取卸作業時間をより短縮

化する必要がある
課題②：着荷主における受付から取卸場所までの接車時間を縮減する必要がある

l4 事 業 内 容 ］

問題・課題 パイロット事業の内容

【元請（倉庫）】 ①効率的な取卸作業を考慮した積込みを実施

効率的な取卸作業を→温雲雲贔言雷言言；：言言は99昇旦霜言は口はこ。。運転者
踏まえた積込 → ： 昇 勾 こ 認 竺 塁 は 筐 沿 ‘ 閃 9 ？ ナ 丘 盆 望 』 溢 虚 ゜ 、 運 転 者 が 扱 い の ノ ウ ハ ウ 熟 知 す る 。

吟②最も待機時間が短い時間帯を調査し、運行計画を立案
→受付時間帯別により、待機時間に長短があるため、最も短い待機時間となる受付時間帯を調査し、運行計
画を立案する。
→着荷主の作業員等から情報を得て、運行計画に反映する。

【着荷主】

待機時間の削減

り③着荷主s社の作業員を運転者がサポートすることで、取卸作業

を短縮化
→現場作業を熟知し、ノウハウのある運転者を配置し、作業員をサポートすることで、取卸作業を短縮化する。

【着荷主】

取卸作業の効率化．
り：只悶‘し［雪9ょ雲芦畠口業所の全ての運転

現場ノウハウ共有化 →現場情報 、取卸作業に関する ノウハウを営業所の運転者全員が共有化 （誰で も対応できる体制を整備 ） す る 。
→現場作業員から効率的方法を学び、全ての運転者に展開し、徹底する。

［5 ． 結 果 ］
聴餌前

9時までの時間帯に入門した場合

0待機時間： 20分～

（繁忙時期、通常期では待機時間に相違あり）

0取卸作業時間 ： 約15分～60分

（貨物量、貨物の種類に応じて相違）

聡咽後

10時30分以降に入門した場合

0短縮化効果： ▲ 30%

0取卸作業時間

0短縮化効果

約7分～30分程度

▲50％の縮減

疇
す結果た結ひっ
いたポイン·ト

► 着荷主を中心に、生産性向上及び長時間労働抑制に向けた意識が高く、取糸且
が円滑かつ継続的に実施されたこと。
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